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は
じ
め
に
0
奈
良
時
代
末
～
平
安
時
代
初
期
の
軒
瓦
の
様
相
に
つ
い
て
②
長
岡
宮
式
軒
瓦
の
文
様
・
造
瓦
技
法
と
生
産
お
わ
り
に
ー
瓦
か
ら
み
た
長
岡
京
造
営
ー
［論
文
要
旨
】
　
本
論
は
、
光
仁
・
桓
武
朝
に
あ
た
る
奈
良
時
代
後
半
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
都
城
や
国
家
が
造
営
し
た
寺
院
で
用
い
ら
れ
た
軒
瓦
を
、
文
様
お
よ
び
造
瓦
技
術
に
着
目
し
つ
つ
概
観
し
、
そ
の
中
で
長
岡
宮
式
軒
瓦
が
ど
の
様
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を
検
討
し
た
。
奈
良
時
代
後
半
に
存
在
し
た
文
様
お
よ
び
造
瓦
技
術
が
異
な
る
二
系
統
の
造
営
官
司
（
宮
造
営
官
司
と
造
東
大
寺
司
）
が
二
度
の
遷
都
を
通
じ
て
再
編
・
融
合
さ
れ
る
中
で
、
そ
の
渦
中
で
製
作
さ
れ
た
長
岡
宮
式
軒
瓦
は
、
文
様
が
稚
拙
な
も
の
も
含
め
て
ほ
ぼ
す
べ
て
が
宮
造
営
官
司
の
造
瓦
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
　
ま
た
、
文
様
と
分
布
か
ら
長
岡
宮
式
軒
瓦
を
区
分
し
、
分
布
の
集
申
域
に
存
在
す
る
殿
舎
や
施
設
と
そ
れ
が
文
献
に
記
載
さ
れ
る
年
号
か
ら
、
区
分
し
た
軒
瓦
に
製
作
年
代
の
一
定
点
を
与
え
た
。
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は
じ
め
に
　
長
岡
京
に
お
け
る
瓦
研
究
は
、
小
林
清
氏
に
始
ま
る
。
小
林
氏
は
長
岡
宮
出
土
瓦
を
難
波
宮
・
平
城
宮
・
長
岡
宮
式
に
大
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
に
仮
番
号
を
付
し
て
公
表
さ
れ
た
［
小
林
一
九
七
五
］
。
こ
の
成
果
は
、
氏
が
提
唱
し
た
難
波
宮
大
極
殿
・
朝
堂
院
の
長
岡
宮
移
建
説
と
し
て
結
実
し
、
発
掘
調
査
の
進
展
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
各
氏
が
瓦
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
た
が
、
そ
の
集
大
成
と
い
え
る
成
果
が
『長
岡
京
古
瓦
聚
成
』
の
刊
行
で
あ
る
［
山
中
編
一
九
八
七
］
。
こ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
長
岡
京
の
瓦
研
究
を
中
心
的
に
行
っ
て
き
た
藤
田
さ
か
え
氏
は
、
文
様
意
匠
と
造
瓦
技
法
か
ら
長
岡
宮
式
軒
瓦
を
平
城
京
の
「
寺
系
」
工
人
の
系
譜
下
に
位
置
づ
け
た
［
藤
田
一
九
八
七
、
初
出
　
藤
田
一
九
八
六
］
。
個
々
の
瓦
に
対
す
る
緻
密
な
分
析
に
基
づ
く
藤
田
氏
の
研
究
は
、
長
岡
宮
の
み
な
ら
ず
、
都
城
に
お
け
る
瓦
研
究
に
お
い
て
重
要
な
成
果
と
い
え
る
。
し
か
し
、
近
年
の
調
査
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
再
考
す
る
必
要
を
感
じ
る
に
い
た
っ
た
。
よ
っ
て
、
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
生
産
さ
れ
た
都
城
の
軒
瓦
を
概
観
し
、
そ
の
中
で
長
岡
京
の
軒
瓦
が
ど
の
様
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を
示
し
た
後
、
長
岡
京
期
の
軒
瓦
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
0
奈
良
時
代
末
～
平
安
時
代
初
期
の
軒
瓦
の
様
相
に
つ
い
て
　
ま
ず
、
研
究
史
の
整
理
を
兼
ね
て
、
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
各
宮
都
お
よ
び
寺
院
で
用
い
ら
れ
た
軒
瓦
に
つ
い
て
、
主
流
を
な
す
型
式
の
瓦
当
文
様
や
造
瓦
技
法
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
軒
瓦
の
型
式
名
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
に
従
う
。
平
城
宮
式
一
奈
文
研
一
九
九
六
、
長
岡
宮
式
一
山
中
編
一
九
八
七
・
中
島
二
〇
〇
四
、
西
賀
茂
瓦
窯
一
近
藤
編
一
九
七
八
、
岸
部
瓦
窯
一
吹
田
市
史
編
纂
委
一
九
八
一
・
網
二
〇
〇
五
、
栗
栖
野
瓦
窯
一
網
二
〇
〇
五
（
1
）
奈
良
時
代
末
の
軒
瓦
　
平
城
宮
・
京
の
軒
瓦
は
、
毛
利
光
俊
彦
氏
が
文
様
・
造
瓦
技
法
・
製
作
お
よ
び
使
用
の
時
期
に
つ
い
て
詳
し
く
ま
と
め
て
い
る
［
奈
文
研
一
九
九
二
。
以
下
は
こ
れ
に
従
っ
て
、
奈
良
時
代
末
の
軒
瓦
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
る
。
　
〔
平
城
W
l
一
期
（
天
平
宝
字
・
天
平
神
護
年
間
」
七
五
七
～
七
六
七
年
）
〕
　
平
城
宮
で
は
、
西
宮
お
よ
び
大
膳
職
地
区
で
A
　
軒
丸
瓦
六
一
三
三
型
式
A
種
～
C
種
・
六
二
二
四
型
式
A
種
ー
軒
平
瓦
六
七
三
二
型
式
A
・
C
・
O
種
、
内
裏
お
よ
び
東
院
地
区
で
B
　
軒
丸
瓦
六
二
八
二
型
式
D
b
・
F
b
・
H
b
・
I
b
種
－
軒
平
瓦
六
七
二
一
型
式
H
b
種
が
用
い
ら
れ
る
。
軒
丸
瓦
で
は
A
が
単
弁
蓮
華
文
を
主
に
用
い
た
最
初
の
例
で
あ
る
。
六
一
三
三
型
式
で
は
藤
原
宮
以
来
の
伝
統
文
様
で
あ
る
外
区
の
鋸
歯
文
が
消
滅
し
、
外
縁
の
形
状
も
斜
縁
か
ら
直
立
縁
に
変
わ
る
。
単
弁
蓮
華
文
＋
素
文
の
直
立
縁
は
以
降
の
主
流
を
な
す
軒
瓦
で
、
そ
の
始
ま
り
が
こ
の
時
期
と
い
え
る
。
軒
平
瓦
で
は
、
A
は
岡
本
東
三
氏
に
よ
る
東
大
寺
式
軒
平
瓦
［
岡
本
一
九
七
六
］
の
一
群
で
あ
る
が
、
毛
利
光
氏
は
、
瓦
当
文
様
の
細
部
や
顎
形
状
、
造
瓦
技
法
の
違
い
か
ら
、
六
七
三
二
型
式
A
・
C
・
L
・
O
種
を
「
宮
系
」
六
七
三
二
型
式
と
し
、
東
大
寺
や
後
述
す
る
西
大
寺
で
用
い
ら
れ
る
「
東
大
寺
・
西
大
寺
系
」
六
七
三
二
型
式
と
区
分
し
て
い
る
。
ま
ず
瓦
当
文
様
で
は
、
唐
草
支
葉
の
巻
き
込
み
が
弱
い
点
、
外
区
珠
文
が
小
さ
い
点
、
顎
形
状
で
は
、
「
東
大
寺
・
西
大
寺
系
」
が
直
線
顎
あ
る
い
は
顎
に
面
を
持
た
な
い
曲
線
顎
1
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
宮
系
」
は
顎
に
面
を
持
つ
曲
線
顎
H
で
あ
る
点
、
造
瓦
技
法
で
は
、
「
東
大
寺
・
西
大
寺
系
」
が
上
原
真
人
氏
の
い
う
「
凸
面
押
圧
技
法
」
［
上
原
一
九
九
四
］
に
よ
る
整
形
に
対
し
て
、
「
宮
系
」
は
伝
統
を
引
き
継
ぐ
「
凸
面
叩
き
技
法
」
に
よ
っ
て
整
形
さ
れ
る
。
つ
ま
り
文
様
の
関
連
性
が
深
い
と
い
え
る
が
、
ま
っ
た
く
異
な
る
造
瓦
工
人
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
瓦
と
い
え
る
。
B
は
軒
丸
・
軒
平
と
も
に
新
た
に
作
箔
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
第
皿
期
に
用
い
ら
れ
た
箔
を
改
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
寺
院
で
は
、
造
法
華
寺
司
に
よ
っ
て
天
平
宝
字
二
・
三
年
に
造
営
さ
れ
た
と
思
わ
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華
寺
阿
弥
陀
浄
土
院
で
、
C
　
軒
丸
瓦
六
＝
二
八
型
式
A
・
F
～
～
種
－
軒
平
瓦
六
七
六
七
型
式
A
・
B
、
六
七
六
八
型
式
A
～
D
種
が
用
い
ら
れ
る
。
六
一
三
八
型
式
A
・
F
～
J
種
は
外
縁
が
鋸
歯
文
の
無
い
素
文
の
傾
斜
縁
で
あ
る
。
ま
た
唐
招
提
寺
で
は
重
圏
文
（
六
〇
一
二
型
式
E
種
）
1
三
重
重
画
文
（
六
五
七
五
型
式
A
・
C
種
）
が
セ
ッ
ト
で
用
い
ら
れ
る
。
六
〇
一
二
型
式
E
種
は
外
縁
素
文
の
直
立
縁
、
六
五
七
五
型
式
A
種
は
顎
形
状
が
曲
線
顎
H
と
宮
の
軒
瓦
と
共
通
す
る
。
こ
れ
以
外
の
西
大
寺
、
新
薬
師
寺
で
は
、
造
東
大
寺
司
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
る
。
こ
の
期
に
造
営
が
始
ま
る
西
大
寺
で
は
、
D
‥
軒
丸
瓦
六
一
三
三
型
式
R
種
－
軒
平
瓦
六
七
三
二
型
式
M
・
N
種
が
金
堂
院
の
造
営
（
薬
師
金
堂
‥
神
護
景
雲
三
（
七
六
九
）
年
）
に
用
い
ら
れ
る
。
六
七
三
二
型
式
M
・
N
種
は
「
西
大
寺
系
」
に
属
す
る
。
「
西
大
寺
系
」
六
七
三
二
型
式
の
特
徴
は
、
中
心
飾
り
の
三
葉
形
の
左
右
が
内
湾
ま
た
は
直
線
状
で
あ
る
点
、
対
葉
花
文
の
足
が
唐
草
に
添
っ
て
延
び
る
点
。
唐
草
左
右
第
一
単
位
の
主
葉
が
分
解
す
る
点
、
唐
草
の
先
端
が
玉
縁
状
に
膨
ら
む
点
で
あ
る
。
造
東
大
寺
司
に
よ
っ
て
天
平
宝
字
六
・
七
年
頃
に
修
理
さ
れ
る
新
薬
師
寺
で
は
、
軒
丸
瓦
六
二
三
六
型
式
A
・
E
種
ー
軒
平
瓦
六
七
三
二
型
式
F
種
が
用
い
ら
れ
る
。
六
二
三
⊥
ハ
型
式
は
、
外
縁
が
素
文
の
直
立
縁
、
六
七
三
二
型
式
F
種
は
東
大
寺
か
ら
の
転
用
品
で
あ
る
。
　
〔
平
城
W
－
一
一
期
（
神
護
景
雲
年
間
　
七
六
七
～
七
七
〇
年
）
〕
　
平
城
宮
で
は
、
E
‥
軒
丸
瓦
六
二
≡
二
型
式
D
a
・
M
種
ー
軒
平
瓦
六
七
二
六
型
式
A
・
B
種
、
東
院
地
区
で
F
‥
軒
丸
瓦
六
一
五
一
型
式
A
a
・
B
種
ー
軒
平
瓦
六
七
五
九
型
式
A
種
、
六
七
六
〇
型
式
A
・
B
種
、
B
一
軒
丸
瓦
六
二
入
二
型
式
D
b
・
F
b
・
H
b
・
I
b
種
－
軒
平
瓦
六
七
二
］
H
b
種
が
用
い
ら
れ
る
。
E
の
軒
丸
瓦
で
は
、
単
弁
蓮
華
文
、
素
文
の
直
立
縁
に
加
え
て
、
こ
の
段
階
で
外
区
内
・
外
縁
を
区
画
す
る
圏
線
が
消
滅
す
る
。
以
上
の
特
徴
は
長
岡
宮
式
軒
丸
瓦
へ
引
き
継
が
れ
る
。
軒
平
瓦
は
第
一
支
葉
が
二
～
三
葉
で
構
成
さ
れ
る
点
、
対
葉
花
文
は
欠
落
す
る
が
、
中
心
飾
り
が
上
へ
巻
く
唐
草
の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
分
離
し
左
右
の
二
葉
が
外
反
す
る
三
葉
形
で
あ
る
点
か
ら
、
六
七
三
二
型
式
の
流
れ
を
く
む
と
考
え
ら
れ
る
。
顎
形
状
は
曲
線
顎
n
、
造
瓦
技
法
は
凸
面
叩
き
技
法
で
あ
り
、
「
宮
系
」
六
七
三
二
型
式
を
祖
型
と
す
る
。
F
の
軒
丸
瓦
は
、
外
縁
の
形
状
は
素
文
の
直
立
縁
で
あ
る
が
、
蓮
弁
の
形
状
は
前
代
か
ら
の
系
譜
を
追
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
軒
平
瓦
は
横
花
形
の
中
心
飾
り
、
中
心
飾
り
に
向
か
っ
て
派
生
す
る
唐
草
文
、
内
区
よ
り
一
段
高
く
し
小
さ
な
珠
文
を
密
に
並
べ
る
外
区
な
ど
、
平
城
宮
・
京
で
は
み
ら
れ
な
い
文
様
構
成
で
あ
る
。
統
一
新
羅
の
軒
平
瓦
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
軒
丸
瓦
六
一
五
一
型
式
A
a
種
i
軒
平
瓦
六
七
六
〇
型
式
A
種
は
緑
粕
製
品
で
あ
る
。
「
東
院
玉
殿
」
に
葺
い
た
「
瑠
璃
瓦
」
に
あ
た
る
。
平
城
宮
で
粕
薬
が
施
さ
れ
る
軒
瓦
に
は
、
軒
丸
瓦
六
三
一
四
型
式
E
種
（
緑
紬
　
第
H
期
）
、
軒
丸
瓦
六
〇
七
五
型
式
A
種
（
緑
粕
一
第
W
期
）
、
軒
丸
瓦
六
四
〇
一
型
式
A
種
（
二
彩
一
第
W
期
）
、
軒
平
瓦
六
六
六
七
型
式
D
種
（
緑
紬
　
第
H
期
）
、
軒
平
瓦
六
七
五
九
型
式
B
種
（
三
彩
‥
第
W
期
）
が
あ
る
。
B
は
第
W
ー
一
期
か
ら
引
き
続
き
東
院
地
区
で
用
い
ら
れ
た
。
平
城
宮
で
は
こ
の
時
期
で
複
弁
蓮
華
文
が
ほ
ぼ
消
滅
す
る
。
　
寺
院
で
は
、
引
き
続
き
造
東
大
寺
司
の
影
響
下
に
あ
る
軒
瓦
を
中
心
に
、
一
部
他
の
瓦
を
ま
じ
え
て
堂
塔
の
造
営
が
行
わ
れ
る
。
東
大
寺
僧
坊
で
は
、
G
‥
軒
丸
瓦
六
二
三
四
A
a
種
・
六
二
三
五
型
式
D
・
K
種
－
軒
平
瓦
六
七
三
二
型
式
D
・
H
種
が
用
い
ら
れ
る
。
六
二
三
五
型
式
D
種
は
、
内
・
外
区
を
区
画
す
る
圏
線
が
消
滅
す
る
。
平
安
京
西
寺
で
用
い
ら
れ
た
、
坂
瓦
窯
産
複
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
に
直
結
す
る
文
様
で
あ
る
。
六
二
三
四
A
a
種
は
、
複
弁
が
大
き
く
崩
れ
た
内
区
文
様
で
あ
る
。
六
七
三
二
型
式
D
・
H
種
は
、
唐
草
が
分
解
気
味
で
あ
る
点
が
後
出
的
で
あ
る
。
西
大
寺
で
は
、
東
西
両
塔
（
西
塔
一
宝
亀
元
（
七
七
〇
）
年
ま
で
に
は
完
成
）
の
造
営
に
H
‥
軒
丸
瓦
⊥
ハ
＝
二
九
型
式
A
種
－
軒
平
瓦
六
七
三
二
型
式
K
・
R
種
、
1
一
軒
丸
瓦
六
二
三
六
型
式
A
・
H
・
1
種
－
軒
平
瓦
六
七
三
二
型
式
Q
・
Z
種
が
用
い
ら
れ
る
。
六
一
三
九
型
式
A
種
は
、
法
華
寺
阿
弥
陀
浄
土
院
の
六
一
三
八
型
式
に
よ
く
似
た
文
様
で
、
蓮
弁
間
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
配
さ
れ
る
間
弁
が
特
徴
で
あ
る
。
外
縁
は
素
文
の
直
立
縁
で
あ
る
。
六
七
三
二
型
式
K
・
R
・
Q
・
Z
種
は
、
先
に
あ
げ
た
「
西
大
寺
系
」
六
七
三
二
型
式
の
特
徴
の
中
で
、
退
化
傾
向
が
強
く
で
る
種
で
あ
る
。
こ
の
他
、
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唐
招
提
寺
で
は
、
軒
丸
瓦
六
二
三
六
型
式
D
・
F
・
G
種
－
軒
平
瓦
六
七
二
五
型
式
A
・
D
種
、
西
隆
寺
で
は
、
創
建
瓦
と
し
て
軒
丸
瓦
六
二
三
五
型
式
C
・
1
種
…
軒
平
瓦
六
七
六
一
型
式
A
種
、
補
足
瓦
と
し
て
軒
丸
瓦
六
二
三
六
型
式
D
・
F
種
－
軒
平
瓦
六
七
七
五
型
式
A
種
が
用
い
ら
れ
る
。
六
七
二
五
型
式
A
・
D
種
は
、
六
七
三
二
型
式
の
特
徴
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
、
顎
形
状
が
曲
線
顎
1
で
あ
る
。
　
〔
平
城
V
期
（
宝
亀
～
延
暦
年
間
‥
七
七
〇
～
七
八
四
年
）
〕
　
宮
内
お
よ
び
東
院
地
区
で
、
J
‥
軒
丸
瓦
六
一
三
三
型
式
D
b
・
L
・
N
・
p
・
Q
種
ー
軒
平
瓦
六
七
二
五
型
式
B
・
C
、
六
七
二
六
型
式
D
・
E
・
F
種
が
用
い
ら
れ
る
。
特
に
東
院
地
区
で
は
、
宝
亀
四
（
七
七
三
）
年
の
楊
梅
宮
の
造
営
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
軒
丸
瓦
六
二
二
三
型
式
D
b
種
は
W
　
一
期
の
D
a
種
を
改
刻
し
た
も
の
、
N
・
P
種
は
蓮
子
が
一
＋
四
個
、
Q
種
は
蓮
弁
が
一
二
葉
と
長
岡
宮
式
七
二
三
二
型
式
A
・
E
種
の
直
接
的
な
祖
型
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
軒
平
瓦
は
唐
草
各
単
位
が
、
第
一
支
葉
一
枚
、
第
二
支
葉
一
枚
の
三
葉
構
成
と
な
り
、
六
七
三
二
型
式
か
ら
文
様
が
崩
れ
て
い
く
。
な
か
で
も
六
七
二
五
型
式
B
種
の
中
心
飾
り
の
三
葉
形
が
外
反
し
な
く
な
る
点
、
六
七
二
五
型
式
C
種
の
第
二
支
葉
が
欠
け
る
点
、
六
七
二
六
型
式
D
・
F
種
の
左
右
第
三
単
位
外
側
の
小
葉
が
や
や
湾
曲
す
る
点
が
、
長
岡
宮
式
七
七
五
七
型
式
に
引
き
継
が
れ
る
文
様
で
あ
る
。
　
寺
院
で
は
、
東
大
寺
僧
坊
で
軒
平
瓦
六
七
三
二
型
式
1
・
V
・
W
種
が
用
い
ら
れ
る
他
、
秋
篠
寺
で
は
、
平
城
宮
東
院
所
用
瓦
を
転
用
し
て
、
六
〇
七
五
型
式
A
種
・
六
一
五
一
型
式
A
a
種
ー
六
七
六
〇
型
式
A
・
C
種
が
用
い
ら
れ
る
。
六
七
六
〇
型
式
C
種
は
A
種
を
模
し
て
造
ら
れ
た
補
足
瓦
で
あ
る
。
（
2
）
長
岡
京
期
の
軒
瓦
　
長
岡
宮
の
軒
瓦
は
、
文
様
の
特
徴
と
分
布
に
よ
っ
て
次
の
五
つ
に
大
別
で
き
る
。
①
朝
堂
院
で
用
い
ら
れ
た
軒
平
瓦
六
七
三
二
型
式
Q
種
、
②
第
二
次
内
裏
地
区
を
中
心
に
宮
内
で
用
い
ら
れ
た
軒
丸
瓦
七
二
一
一
三
・
七
一
四
九
型
式
－
軒
平
瓦
七
七
五
七
・
七
七
八
五
型
式
、
③
宮
北
郊
地
域
（
長
岡
宮
「
北
苑
」
）
で
用
い
ら
れ
た
軒
丸
瓦
七
一
七
一
・
七
一
九
二
型
式
ー
軒
平
瓦
七
七
二
一
型
式
、
④
長
岡
京
東
院
な
ど
京
内
離
宮
推
定
地
お
よ
び
京
内
寺
院
で
用
い
ら
れ
た
軒
丸
瓦
七
一
九
三
・
七
一
九
四
型
式
ー
軒
平
瓦
七
七
二
二
・
七
七
三
一
型
式
、
⑤
出
土
数
が
少
な
く
詳
細
が
は
っ
き
り
し
な
い
軒
丸
瓦
七
一
八
一
型
式
な
ど
で
あ
る
。
④
で
は
③
の
七
一
九
二
型
式
も
少
量
で
は
あ
る
が
と
も
に
出
土
す
る
。
詳
細
は
次
章
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
概
略
に
と
ど
め
る
。
①
の
六
七
三
二
型
式
Q
種
は
、
大
和
西
大
寺
で
用
い
ら
れ
た
も
の
と
同
箔
で
あ
る
が
、
小
澤
毅
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
［
小
澤
一
九
九
〇
］
、
箔
の
み
が
長
岡
京
西
郊
の
谷
田
瓦
窯
（
京
都
府
長
岡
京
市
）
に
移
動
し
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
②
の
七
二
三
二
・
七
一
四
九
型
式
ー
七
七
五
七
型
式
は
、
平
城
宮
瓦
編
年
第
V
期
の
六
二
一
一
三
型
式
D
b
・
L
・
N
・
P
・
Q
種
ー
六
七
二
五
型
式
B
・
C
、
六
七
二
六
型
式
D
～
F
種
の
文
様
を
受
け
継
ぐ
。
軒
平
瓦
七
七
八
五
型
式
は
、
平
城
宮
式
六
七
七
五
型
式
A
種
を
祖
型
と
す
る
が
、
右
第
二
単
位
が
反
転
し
な
い
な
ど
稚
拙
な
文
様
か
ら
、
非
専
門
工
人
に
よ
る
箔
の
作
成
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
［
山
中
一
九
八
七
］
。
③
で
は
七
一
七
一
・
七
一
九
二
型
式
と
も
に
前
代
か
ら
の
系
譜
を
追
う
こ
と
が
難
し
い
文
様
を
用
い
て
い
る
。
一
方
七
七
一
二
型
式
は
平
城
宮
式
六
七
二
一
型
式
を
ほ
ぼ
忠
実
に
模
し
て
い
る
が
、
凸
面
押
圧
技
法
に
よ
っ
て
平
瓦
部
を
成
形
す
る
。
こ
の
瓦
に
つ
い
て
、
上
原
氏
は
造
東
大
寺
司
系
瓦
工
の
製
品
で
は
な
く
、
在
地
系
工
房
を
そ
の
背
景
と
想
定
す
べ
　
　
　
　
ユ
　
き
と
す
る
［
上
原
一
九
九
四
］
。
④
で
は
七
一
九
三
・
七
一
九
四
型
式
は
七
一
九
二
型
式
を
祖
型
と
し
、
二
度
に
わ
た
る
改
刻
の
結
果
、
瓦
当
中
央
に
コ
日
」
字
を
陽
刻
す
る
。
軒
平
瓦
で
は
、
七
七
二
二
型
式
は
当
初
か
ら
中
心
飾
り
に
コ
日
」
字
を
陽
刻
す
る
。
唐
草
は
七
七
五
七
型
式
と
比
べ
て
第
一
支
葉
の
枚
数
が
二
枚
と
な
る
が
、
先
端
が
玉
縁
状
に
膨
ら
む
な
ど
基
本
は
六
七
三
二
型
式
の
系
統
に
連
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
七
七
三
一
型
式
は
唐
草
が
大
き
く
崩
れ
る
。
し
か
し
直
接
の
祖
型
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
七
五
一
・
七
五
二
型
式
の
文
様
は
、
こ
れ
も
六
七
三
二
型
式
の
系
統
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
軒
丸
瓦
の
外
縁
の
形
状
は
、
す
べ
て
丸
み
を
帯
び
る
素
文
の
直
立
縁
で
、
接
合
法
は
接
合
式
で
あ
る
。
丸
瓦
の
差
し
込
み
が
浅
い
た
め
、
瓦
当
と
丸
瓦
部
が
分
離
す
る
出
土
例
が
多
い
。
軒
平
瓦
の
顎
形
状
は
す
べ
て
曲
線
顎
H
で
、
顎
幅
が
278
中島信親［光仁・桓武朝の瓦生産について］
広
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
平
瓦
部
の
成
形
は
、
七
七
二
一
型
式
を
除
い
て
凸
面
叩
き
技
法
に
よ
る
。
叩
き
の
縄
目
の
方
向
は
縦
位
が
主
で
あ
る
が
、
七
七
五
七
型
式
、
七
七
二
二
型
式
A
種
の
一
部
に
縦
位
と
横
位
を
重
ね
る
も
の
、
七
七
二
二
型
式
A
・
E
種
に
横
位
の
も
の
が
あ
る
。
　
軒
丸
・
軒
平
瓦
と
も
に
、
特
に
前
代
か
ら
の
系
譜
が
追
え
な
い
も
の
に
稚
拙
な
文
様
が
多
く
み
ら
れ
る
。
し
か
し
造
瓦
技
法
と
こ
れ
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
瓦
全
体
の
雰
囲
気
は
、
文
様
の
精
粗
に
か
か
わ
ら
ず
共
通
す
る
。
こ
れ
は
造
瓦
工
人
が
共
通
し
た
技
術
ま
た
は
規
範
に
よ
っ
て
瓦
を
生
産
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
（
3
）
平
安
時
代
初
期
の
軒
瓦
　
平
安
時
代
初
期
の
軒
瓦
に
つ
い
て
は
、
平
安
宮
出
土
資
料
に
未
公
表
の
も
の
が
多
い
な
ど
の
制
約
も
あ
っ
て
、
岸
部
瓦
窯
（
大
阪
府
吹
田
市
）
、
西
賀
茂
・
栗
栖
野
瓦
窯
（
と
も
に
京
都
市
）
な
ど
瓦
窯
出
土
資
料
を
中
心
に
し
た
分
析
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
上
原
氏
は
、
八
世
紀
後
半
～
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
軒
平
瓦
の
造
瓦
技
法
と
瓦
当
文
様
の
系
譜
関
係
か
ら
、
平
安
宮
造
営
当
初
の
造
瓦
体
制
を
考
察
し
た
［
上
原
一
九
九
四
］
。
そ
の
論
考
の
中
で
上
原
氏
は
、
平
安
時
代
初
期
の
軒
平
瓦
を
、
瓦
当
文
様
の
系
譜
か
ら
、
a
‥
長
岡
宮
式
軒
平
瓦
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
も
の
、
b
一
東
大
寺
式
軒
平
瓦
（
造
東
大
寺
司
）
の
系
譜
を
ひ
く
も
の
、
c
　
遷
都
時
に
新
た
に
考
案
さ
れ
た
も
の
の
三
つ
に
大
別
し
た
。
軒
丸
瓦
に
つ
い
て
も
同
じ
基
準
を
用
い
て
分
別
す
る
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
軒
丸
・
軒
平
あ
わ
せ
て
提
示
す
る
。
　
a
で
は
、
七
一
三
三
ー
七
七
五
七
の
系
譜
下
に
あ
る
N
S
一
〇
九
・
一
一
〇
I
N
S
二
〇
三
・
二
〇
四
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
こ
の
う
ち
N
S
二
〇
三
は
長
岡
宮
式
七
七
五
七
型
式
E
種
と
同
箔
で
あ
り
、
造
長
岡
宮
使
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
示
す
。
た
だ
し
長
岡
京
出
土
の
七
七
五
七
型
式
E
種
と
西
賀
茂
瓦
窯
出
土
の
N
S
二
〇
三
は
平
瓦
部
の
成
形
技
法
、
胎
土
や
焼
成
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
前
者
を
西
賀
茂
瓦
窯
で
焼
成
し
た
可
能
性
は
現
段
階
で
は
か
な
り
低
い
と
思
わ
れ
る
。
長
岡
宮
所
用
瓦
を
焼
成
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
た
瓦
窯
か
ら
、
箔
が
移
動
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
岸
部
瓦
窯
、
大
山
崎
瓦
窯
（
京
都
府
大
山
崎
町
）
、
芝
本
瓦
窯
（
京
都
市
）
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
瓦
窯
で
の
み
製
作
さ
れ
た
軒
丸
瓦
の
中
に
、
間
弁
の
無
い
単
弁
軒
丸
瓦
が
確
認
で
き
、
生
産
量
の
多
寡
は
と
も
か
く
一
連
の
流
れ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
　
b
で
は
、
六
二
三
五
ー
六
七
三
二
の
意
匠
を
最
も
濃
く
受
け
継
ぐ
瓦
は
、
西
寺
所
用
瓦
を
生
産
し
た
坂
瓦
窯
（
大
阪
府
枚
方
市
）
の
軒
瓦
で
あ
る
。
造
西
寺
司
の
設
置
は
延
暦
十
六
（
七
九
七
）
年
以
前
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
坂
瓦
窯
の
操
業
開
始
時
期
も
八
世
紀
末
を
く
だ
ら
な
い
時
期
に
想
定
で
き
る
。
西
賀
茂
瓦
窯
で
は
、
軒
平
瓦
N
S
二
〇
二
・
二
〇
六
・
二
〇
七
・
二
〇
八
型
式
に
意
匠
の
系
譜
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
N
S
二
〇
二
・
二
〇
六
型
式
で
は
、
中
心
飾
り
の
三
葉
形
と
対
葉
花
文
、
主
葉
が
分
解
す
る
唐
草
な
ど
に
、
「
西
大
寺
系
」
の
特
徴
が
反
映
さ
れ
る
。
軒
丸
瓦
で
は
、
N
S
一
五
一
・
］
五
二
・
一
五
四
型
式
な
ど
、
大
形
の
中
房
や
A
系
統
の
間
弁
を
も
つ
複
弁
蓮
華
文
な
ど
に
そ
の
系
譜
を
見
出
せ
る
が
、
内
・
外
区
を
二
重
の
圏
線
で
区
画
す
る
な
ど
新
た
な
意
匠
も
現
れ
る
。
複
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
は
平
安
時
代
前
期
に
か
け
て
、
軒
丸
瓦
の
主
流
を
な
す
文
様
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
芝
本
瓦
窯
で
は
、
軒
丸
瓦
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
坂
瓦
窯
の
軒
平
瓦
と
類
似
す
る
、
中
心
飾
り
に
三
葉
形
を
配
し
、
唐
草
の
先
端
を
強
く
巻
き
込
む
軒
平
瓦
が
造
ら
れ
る
。
　
c
で
は
、
軒
丸
瓦
N
S
一
二
ー
軒
平
瓦
N
S
二
〇
五
を
代
表
例
と
す
る
。
N
S
＝
一
は
桜
花
状
の
単
弁
や
先
端
が
開
か
な
い
間
弁
、
内
・
外
区
を
二
重
の
圏
線
で
区
画
す
る
点
、
N
S
二
〇
五
は
先
端
が
枝
分
か
れ
す
る
対
向
C
字
形
中
心
飾
り
、
主
葉
が
連
続
す
る
唐
草
に
新
た
に
創
出
さ
れ
た
意
匠
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
N
S
一
一
一
の
二
重
の
圏
線
や
N
S
二
〇
五
の
唐
草
の
様
子
は
二
と
基
本
的
に
共
通
す
る
。
N
S
一
一
一
は
箔
が
栗
栖
野
瓦
窯
に
移
動
し
、
緑
紬
製
品
（
H
T
一
〇
一
型
式
）
が
造
ら
れ
る
。
こ
れ
と
組
み
合
う
緑
粕
軒
平
瓦
（
H
T
二
〇
一
型
式
）
や
岸
部
瓦
窯
産
の
K
b
一
・
五
・
六
型
式
な
ど
も
こ
の
一
群
に
含
ま
れ
る
。
ま
た
大
山
崎
瓦
窯
で
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
こ
の
一
群
の
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
後
上
ノ
庄
田
瓦
窯
な
ど
平
安
時
代
前
期
の
軒
平
瓦
瓦
当
文
様
の
主
流
を
な
す
文
様
と
な
る
。
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以
上
の
三
つ
の
系
統
は
、
西
賀
茂
瓦
窯
で
共
存
し
、
岸
部
瓦
窯
・
大
山
崎
瓦
窯
に
お
い
て
も
、
瓦
窯
固
有
の
軒
瓦
に
複
数
の
系
統
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
瓦
窯
を
横
断
す
る
よ
う
に
存
在
す
る
。
　
造
瓦
技
法
を
み
る
と
、
軒
丸
瓦
は
接
合
式
で
、
外
縁
は
幅
広
で
端
部
が
丸
み
を
帯
び
る
も
の
と
平
坦
な
も
の
が
あ
る
。
二
・
三
の
軒
丸
瓦
で
は
平
坦
な
も
の
が
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
丸
瓦
部
の
差
し
込
み
位
置
が
浅
く
、
瓦
当
部
と
丸
瓦
部
が
分
離
す
る
資
料
が
多
く
み
ら
れ
る
。
軒
平
瓦
で
は
瓦
窯
に
よ
っ
て
技
法
が
異
な
る
。
西
賀
茂
瓦
窯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
で
は
凸
面
叩
き
技
法
が
主
流
で
、
岸
部
、
坂
、
芝
本
、
大
山
崎
瓦
窯
で
は
、
凸
面
押
圧
技
法
が
主
流
で
あ
る
。
し
か
し
西
賀
茂
瓦
窯
で
も
凸
面
に
布
目
が
残
る
平
瓦
が
出
土
し
て
お
り
、
ま
た
岸
部
瓦
窯
で
は
凸
面
に
布
目
を
残
し
な
が
ら
縄
叩
き
を
施
す
例
が
あ
る
。
こ
れ
以
降
九
世
紀
中
頃
で
は
凸
面
押
圧
技
法
が
主
流
と
な
り
、
一
〇
世
紀
代
で
は
凸
面
叩
き
技
法
の
軒
平
瓦
は
確
認
で
き
な
い
。
顎
形
状
は
す
べ
て
曲
線
顎
H
で
顎
の
幅
も
広
い
も
の
が
多
い
。
　
ま
た
平
城
宮
で
は
、
延
暦
年
間
、
長
岡
京
遷
都
お
よ
び
平
安
京
遷
都
直
後
の
様
子
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
同
四
（
八
〇
九
）
年
の
平
城
上
皇
に
よ
る
平
城
旧
都
へ
の
還
御
に
よ
っ
て
、
行
在
所
が
造
営
さ
れ
る
。
第
一
次
大
極
殿
地
区
第
皿
期
以
降
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
こ
の
時
期
の
軒
瓦
に
は
、
軒
丸
瓦
七
二
四
一
型
式
A
種
、
七
二
四
五
型
式
A
種
な
ど
が
あ
る
。
と
も
に
複
弁
蓮
華
文
で
、
外
縁
が
幅
広
で
頂
部
が
平
坦
で
あ
る
特
徴
が
あ
る
。
上
記
以
外
に
寺
院
の
造
営
、
修
理
に
用
い
ら
れ
た
軒
瓦
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
二
型
式
が
長
岡
宮
、
京
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
図
6
－
1
は
不
退
寺
の
創
建
に
用
い
ら
れ
た
平
城
宮
式
七
三
四
九
型
式
で
あ
る
。
中
房
に
蓮
子
一
個
と
周
囲
に
凹
弁
の
複
弁
蓮
華
文
が
六
葉
配
置
さ
れ
る
、
単
弁
一
三
葉
蓮
華
文
軒
丸
瓦
で
あ
る
［
中
島
二
〇
〇
六
］
。
宮
東
面
で
一
条
条
間
小
路
に
面
す
る
宮
城
門
の
調
査
（
長
岡
宮
跡
第
三
七
三
次
調
査
）
で
出
土
し
た
。
図
6
1
2
は
薬
師
寺
で
九
世
紀
初
頭
に
用
い
ら
れ
た
薬
師
寺
三
八
型
式
・
平
城
宮
式
七
二
四
三
型
式
軒
丸
瓦
で
あ
る
［
國
下
・
秋
山
・
清
水
一
九
九
二
、
中
島
二
〇
〇
五
］
。
左
京
三
条
三
坊
三
町
（
左
京
第
二
一
四
次
調
査
）
で
長
岡
京
期
の
井
戸
か
ら
出
土
し
た
。
証
拠
と
な
る
軒
瓦
は
ご
く
少
数
し
か
出
土
し
て
い
な
い
た
め
確
実
で
は
な
い
が
、
の
開
始
時
期
が
長
岡
京
期
に
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
あ
る
。
（
4
）
小
結
こ
れ
ら
の
瓦
は
、
生
産
　
以
上
を
文
様
、
造
瓦
技
法
か
ら
ま
と
め
る
。
　
〔
文
様
〕
　
軒
丸
瓦
で
は
、
奈
良
時
代
末
、
平
城
宮
で
は
間
弁
の
無
い
単
弁
蓮
華
文
六
一
三
三
（七
二
二
三
）
型
式
系
の
一
群
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
文
様
は
長
岡
宮
ー
平
安
宮
を
通
じ
て
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
再
度
の
遷
都
を
経
て
も
宮
造
営
官
司
で
受
け
継
が
れ
る
。
一
方
独
立
し
た
間
弁
を
も
つ
複
弁
蓮
華
文
六
二
一
二
五
・
六
二
三
六
型
式
系
の
一
群
は
、
平
城
京
で
は
造
東
大
寺
司
と
こ
れ
に
関
連
す
る
造
寺
司
が
造
営
・
修
理
し
た
寺
院
で
用
い
ら
れ
た
。
長
岡
宮
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、
平
安
宮
所
用
の
瓦
窯
で
は
主
を
な
す
一
群
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
平
安
宮
で
は
、
新
た
な
意
匠
と
し
て
独
立
し
た
間
弁
を
も
つ
単
弁
蓮
華
文
N
S
一
二
が
創
出
さ
れ
、
緑
粕
製
品
を
中
心
に
用
い
ら
れ
る
。
外
縁
の
形
状
は
、
斜
縁
か
ら
鋸
歯
文
の
消
滅
に
よ
り
中
央
寄
り
の
面
に
文
様
帯
と
し
て
の
意
義
が
無
く
な
り
直
立
す
る
（
直
立
縁
）
。
ま
た
幅
が
広
が
り
、
端
面
が
丸
み
を
帯
び
る
も
の
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
は
平
坦
へ
変
化
す
る
。
　
軒
平
瓦
は
、
ほ
ぼ
六
七
三
二
型
式
と
そ
の
亜
種
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
亜
種
の
創
出
過
程
に
つ
い
て
は
、
六
七
三
二
型
式
の
流
麗
な
文
様
の
特
徴
で
あ
る
、
対
葉
花
文
お
よ
び
支
葉
の
省
略
に
よ
っ
て
造
ら
れ
る
「
宮
系
」
の
一
群
（
平
城
宮
式
六
七
二
五
・
六
七
二
六
型
式
ー
長
岡
宮
式
七
七
五
七
・
七
七
二
二
型
式
ー
西
賀
茂
瓦
窯
（
平
安
宮
）
N
S
二
〇
三
・
二
〇
四
型
式
）
と
、
主
葉
の
分
解
と
主
葉
支
葉
の
接
続
に
よ
っ
て
造
ら
れ
る
一
群
（
「
東
大
寺
・
西
大
寺
系
」
六
七
三
二
型
式
ー
西
賀
茂
瓦
窯
N
S
二
〇
二
・
二
〇
六
型
式
）
の
二
つ
の
大
き
な
流
れ
が
認
め
ら
れ
る
。
平
安
宮
で
新
た
に
創
出
さ
れ
た
文
様
で
あ
る
西
賀
茂
瓦
窯
N
S
二
〇
五
は
中
心
飾
り
や
主
葉
に
新
た
な
意
匠
を
取
り
入
れ
る
。
　
た
だ
し
、
西
賀
茂
、
岸
部
、
大
山
崎
瓦
窯
で
は
三
つ
の
系
統
す
べ
て
、
栗
栖
野
瓦
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窯
で
は
二
系
統
の
瓦
を
製
作
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
古
閑
正
浩
氏
、
網
伸
也
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
［
古
閑
二
〇
〇
四
、
網
二
〇
〇
五
］
、
こ
れ
ら
の
瓦
窯
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
間
で
箔
の
移
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
移
動
し
て
き
た
箔
を
手
本
に
新
し
い
瓦
を
模
作
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
　
〔
造
瓦
技
法
〕
　
軒
丸
瓦
の
接
合
法
は
ほ
ぼ
す
べ
て
接
合
式
に
よ
る
。
奈
良
時
代
中
頃
に
み
ら
れ
た
一
本
造
り
式
の
軒
丸
瓦
は
、
長
岡
京
期
に
は
確
認
で
き
ず
、
平
安
宮
で
は
九
世
紀
中
頃
以
降
に
主
流
と
な
る
。
ま
た
長
岡
京
期
～
平
安
時
代
初
期
で
は
、
丸
瓦
部
の
差
し
込
み
位
置
が
浅
く
な
る
特
徴
が
共
通
す
る
。
軒
平
瓦
の
平
瓦
部
成
形
技
法
で
は
、
平
城
宮
で
は
「
凸
面
叩
き
技
法
」
、
造
東
大
寺
司
系
で
は
「
凸
面
押
圧
技
法
」
と
き
れ
い
に
分
か
れ
る
。
顎
形
状
も
同
様
で
あ
る
。
宮
造
営
官
司
と
造
東
大
寺
司
（
お
よ
び
系
列
下
の
造
寺
司
）
で
は
、
技
術
的
な
系
譜
が
異
な
る
工
人
集
団
が
所
属
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
長
岡
宮
で
は
、
明
確
に
後
者
が
製
作
し
た
瓦
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
顎
形
状
は
す
べ
て
曲
線
顎
H
で
、
幅
が
広
く
な
る
。
平
安
時
代
初
期
で
は
、
奈
良
時
代
の
よ
う
に
き
れ
い
に
分
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
前
者
は
西
賀
茂
瓦
窯
、
後
者
は
こ
れ
以
外
の
瓦
窯
で
主
流
を
な
す
。
対
し
て
顎
形
状
は
、
成
形
技
法
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
曲
線
顎
H
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
奈
良
時
代
、
特
に
軒
平
瓦
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ
た
瓦
当
文
様
の
系
譜
と
造
瓦
技
法
の
関
係
が
崩
れ
、
平
安
時
代
初
期
で
は
、
顎
形
状
に
み
ら
れ
る
全
体
に
わ
た
る
共
通
性
の
中
で
、
系
譜
の
異
な
る
二
つ
の
造
瓦
技
術
は
瓦
窯
ご
と
に
ま
と
ま
り
を
見
せ
る
。
し
か
し
、
瓦
当
文
様
と
瓦
窯
の
関
係
は
非
常
に
薄
く
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
瓦
箔
（
と
そ
の
製
作
主
体
お
よ
び
工
人
）
と
造
瓦
工
人
が
乖
離
し
て
軒
瓦
の
製
作
に
あ
た
っ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
　
以
上
か
ら
、
長
岡
京
期
の
軒
瓦
は
そ
の
大
半
を
、
上
原
氏
の
い
う
「
主
に
宮
殿
を
造
営
す
る
中
央
官
司
が
管
轄
し
た
瓦
工
房
」
［
上
原
一
九
九
四
］
の
伝
統
的
技
法
を
も
つ
工
人
、
つ
ま
り
造
長
岡
宮
使
所
属
の
瓦
工
房
お
よ
び
造
瓦
工
人
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
瓦
と
い
え
る
。
②
長
岡
宮
式
軒
瓦
の
文
様
・
造
瓦
技
法
と
生
産
　
次
に
長
岡
宮
式
軒
瓦
に
つ
い
て
、
先
ほ
ど
述
べ
た
文
様
・
造
瓦
技
法
の
特
徴
を
詳
細
に
検
討
す
る
。
ま
た
分
布
に
よ
る
使
用
先
や
瓦
窯
な
ど
他
の
特
徴
を
加
え
て
、
長
岡
宮
使
の
瓦
生
産
体
制
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
以
下
は
先
述
の
①
～
⑤
の
区
分
を
用
い
て
論
述
す
る
。
（
1
）
文
様
・
造
瓦
技
法
　
①
で
は
、
軒
平
瓦
六
七
三
二
型
式
Q
種
が
あ
る
。
先
述
の
通
り
、
大
和
西
大
寺
の
創
建
瓦
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
造
東
大
寺
司
所
属
の
工
人
が
、
西
大
寺
造
営
の
た
め
谷
田
瓦
窯
で
同
型
式
の
瓦
を
製
作
し
た
後
、
長
岡
京
遷
都
に
伴
い
瓦
箔
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
再
度
操
業
し
た
と
す
る
山
中
章
氏
の
見
解
が
あ
っ
た
が
［
山
中
一
九
八
七
］
、
箔
傷
の
進
行
具
合
と
造
瓦
技
法
の
差
を
西
大
寺
例
と
谷
田
瓦
窯
例
で
比
較
検
討
し
た
小
澤
氏
の
研
究
に
よ
り
、
西
大
寺
所
用
瓦
窯
か
ら
箔
の
み
が
谷
田
瓦
窯
に
移
動
し
、
同
窯
の
生
産
終
了
後
、
箔
が
西
大
寺
所
用
瓦
窯
へ
再
度
移
動
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
［
小
澤
一
九
九
〇
］
。
筆
者
も
西
大
寺
例
を
実
見
し
、
顎
形
状
、
造
瓦
技
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
法
が
ま
っ
た
く
異
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
谷
田
瓦
窯
産
（
長
岡
宮
・
京
出
土
例
は
、
顎
形
状
が
曲
線
顎
H
、
平
瓦
部
凸
面
に
は
、
「
凸
面
叩
き
技
法
」
に
よ
る
縦
位
の
縄
叩
き
痕
が
明
瞭
に
残
る
。
こ
れ
は
宮
造
営
官
司
所
属
の
工
人
に
よ
る
製
品
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
小
澤
氏
も
指
摘
す
る
が
、
顎
形
状
に
つ
い
て
は
、
個
体
に
よ
っ
て
顎
面
の
幅
が
ご
く
狭
く
、
曲
線
顎
－
状
を
呈
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
左
京
第
三
〇
〇
次
調
査
例
（
図
7
i
4
）
で
は
、
瓦
当
左
半
は
曲
線
顎
H
、
右
半
の
一
部
が
曲
線
顎
－
状
と
い
う
個
体
が
確
認
で
き
る
。
製
作
工
人
の
技
術
力
の
低
さ
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
長
岡
京
遷
都
に
伴
い
造
長
岡
宮
使
所
属
の
瓦
工
房
へ
再
編
成
さ
れ
た
、
在
地
系
瓦
工
人
の
習
作
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
ま
た
箔
の
移
動
に
よ
っ
て
長
岡
京
期
に
つ
く
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
、
他
宮
都
の
軒
瓦
が
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確
認
さ
れ
た
。
北
辺
官
衙
（
北
部
）
の
宮
第
二
九
一
次
調
査
で
出
土
し
た
重
画
文
軒
平
瓦
六
五
七
二
型
式
（
図
6
1
3
）
で
あ
る
［
中
塚
二
〇
〇
六
］
。
文
様
は
、
弧
線
の
厚
さ
や
断
面
形
な
ど
難
波
宮
式
六
五
七
二
型
式
に
類
似
す
る
が
、
顎
形
状
は
曲
線
顎
n
で
、
瓦
当
面
と
顎
面
の
な
す
角
度
は
鋭
角
で
あ
る
。
顎
の
長
さ
は
二
・
六
㎝
と
長
い
。
平
瓦
部
は
「
凸
面
叩
き
技
法
」
に
よ
っ
て
成
形
さ
れ
、
凸
面
に
縦
位
の
縄
タ
タ
キ
痕
、
凹
面
に
布
目
痕
が
残
る
。
焼
成
は
燃
し
焼
き
風
で
、
造
瓦
技
法
、
焼
成
は
長
岡
宮
式
に
酷
似
す
る
。
計
測
値
か
ら
、
お
そ
ら
く
幅
二
七
㎝
前
後
に
復
原
で
き
る
。
難
波
宮
式
で
は
、
A
・
B
・
G
種
に
近
似
す
る
値
で
あ
る
が
、
顎
形
状
が
曲
線
顎
H
の
軒
平
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓦
は
出
土
し
て
い
な
い
。
平
城
宮
で
は
六
五
七
二
型
式
E
種
が
曲
線
顎
H
で
あ
る
が
、
図
を
み
る
限
り
、
瓦
当
面
と
顎
面
の
な
す
角
度
は
鈍
角
で
、
弧
線
の
断
面
形
も
異
な
る
［
奈
文
研
一
九
九
六
］
。
顎
形
状
お
よ
び
顎
幅
か
ら
長
岡
京
期
前
後
に
製
作
さ
れ
た
瓦
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
実
物
の
比
較
検
討
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
難
波
宮
式
と
同
箔
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
造
長
岡
宮
使
瓦
窯
で
は
な
く
、
難
波
宮
周
辺
の
寺
院
付
属
瓦
窯
で
生
産
さ
れ
た
可
能
性
も
今
の
と
こ
ろ
否
定
で
き
な
い
。
②
で
は
、
文
様
・
造
瓦
技
法
と
も
に
平
城
宮
を
引
き
継
ぐ
軒
丸
瓦
七
一
三
三
・
七
一
四
九
型
式
ー
軒
平
瓦
七
七
五
七
型
式
が
用
い
ら
れ
る
。
前
に
な
ら
え
ば
、
新
編
工
人
の
技
術
力
上
昇
に
よ
り
、
工
人
全
体
の
技
術
力
が
安
定
し
た
結
果
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
軒
丸
瓦
で
は
、
丸
瓦
の
差
し
込
み
位
置
が
浅
く
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
瓦
当
部
と
丸
瓦
部
が
遊
離
す
る
個
体
が
多
く
確
認
で
き
る
。
大
量
生
産
を
こ
な
す
た
め
の
省
力
化
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
西
賀
茂
瓦
窯
に
引
き
継
が
れ
る
。
瓦
当
文
様
で
は
、
同
系
統
の
文
様
を
も
つ
箔
（
同
文
異
箔
）
を
多
種
用
意
す
る
点
や
、
軒
丸
瓦
七
一
三
三
型
式
A
・
E
種
の
よ
う
に
、
磨
耗
し
た
箔
を
同
じ
よ
う
に
彫
り
直
す
の
で
な
く
、
意
匠
を
変
え
る
あ
る
い
は
壊
す
よ
う
な
改
刻
を
行
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
軒
丸
瓦
七
一
三
三
型
式
A
・
E
種
、
七
一
四
九
型
式
C
種
は
、
蓮
子
を
「
十
」
字
状
に
連
結
さ
せ
る
。
七
一
三
三
型
式
A
種
は
改
刻
に
よ
っ
て
連
結
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
七
一
三
三
型
式
E
種
も
改
刻
前
の
個
体
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
蓮
子
の
形
状
か
ら
改
刻
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
両
者
を
祖
型
と
す
る
七
一
四
九
型
式
C
種
は
、
当
初
か
ら
連
結
さ
れ
た
蓮
子
を
文
様
と
す
る
。
軒
平
瓦
七
七
八
五
型
式
は
、
文
様
は
前
代
の
系
譜
を
あ
ま
り
引
き
継
が
ず
、
か
つ
稚
拙
で
あ
る
が
、
顎
形
状
、
造
瓦
技
法
は
七
七
五
七
型
式
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
造
長
岡
宮
使
所
属
の
瓦
工
房
の
製
品
と
考
え
ら
れ
る
。
③
で
は
、
軒
丸
瓦
七
一
七
一
・
七
一
九
二
型
式
に
、
前
代
の
系
譜
が
不
明
瞭
な
文
様
と
造
長
岡
宮
使
の
造
瓦
技
法
の
組
合
せ
が
確
認
で
き
る
。
七
一
七
一
型
式
は
、
蓮
子
の
数
が
多
く
（
一
＋
八
個
）
、
蓮
弁
が
凹
弁
状
で
あ
る
点
、
七
一
九
二
型
式
は
、
蓮
弁
が
素
弁
状
、
外
区
に
二
重
の
圏
線
を
配
置
し
て
そ
の
間
に
珠
文
を
配
置
す
る
点
が
、
前
代
か
ら
の
系
譜
が
追
え
な
い
文
様
構
成
を
も
つ
。
し
か
し
外
縁
の
形
状
や
接
合
技
法
の
特
徴
は
七
二
三
二
型
式
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。
軒
平
瓦
七
七
二
一
型
式
に
つ
い
て
は
、
個
体
レ
ベ
ル
で
の
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
前
述
し
た
上
原
氏
の
見
解
以
上
の
考
え
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
ま
た
③
は
長
岡
京
内
の
乙
訓
寺
、
宝
菩
提
院
廃
寺
の
他
、
樫
原
廃
寺
、
北
白
川
廃
寺
、
北
野
廃
寺
（
以
上
京
都
市
）
、
井
手
寺
跡
（
京
都
府
井
手
町
）
、
高
麗
寺
跡
（
京
都
府
山
城
町
）
な
ど
山
背
国
内
の
古
代
寺
院
で
も
出
土
す
る
。
塔
付
近
か
ら
出
土
す
る
例
が
多
い
こ
と
か
ら
山
中
章
氏
は
、
延
暦
十
年
の
「
山
背
国
内
諸
寺
の
浮
図
（
塔
）
の
修
理
」
に
際
し
て
用
い
ら
れ
た
と
考
察
し
た
［
山
中
一
九
八
九
］
。
肯
首
す
べ
き
見
解
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
梅
本
康
広
氏
に
よ
っ
て
長
岡
京
例
が
諸
寺
院
例
に
先
行
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
［
梅
本
他
二
〇
〇
五
］
。
梅
本
氏
は
、
長
岡
宮
「
北
苑
」
出
土
の
軒
丸
瓦
七
一
七
一
型
式
を
詳
細
に
検
討
し
、
箔
傷
に
よ
っ
て
三
段
階
の
変
遷
が
追
え
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
「
北
苑
」
で
は
一
～
三
段
階
の
瓦
が
出
土
す
る
が
、
宝
菩
提
院
廃
寺
、
樫
原
廃
寺
、
北
白
川
廃
寺
に
は
確
認
し
た
限
り
三
段
階
の
瓦
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、
二
段
階
の
瓦
を
「
北
苑
」
造
営
用
、
三
段
階
の
瓦
を
「
浮
図
の
修
理
」
用
の
製
品
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
④
に
つ
い
て
は
京
内
離
宮
の
造
営
を
目
的
と
し
て
製
作
さ
れ
た
瓦
で
あ
る
と
以
前
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
［
中
島
二
〇
〇
二
］
概
略
に
と
ど
め
る
。
軒
丸
瓦
の
文
様
は
、
③
の
軒
丸
瓦
七
一
九
二
型
式
を
直
接
の
祖
型
と
し
て
、
七
一
九
三
型
式
は
そ
の
亜
型
、
七
一
九
四
型
式
は
七
二
二
三
型
式
型
の
蓮
弁
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
と
い
え
る
。
少
数
な
が
ら
七
一
九
二
型
式
が
共
伴
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し
て
出
土
す
る
こ
と
は
こ
れ
を
裏
付
け
る
と
思
わ
れ
る
。
軒
平
瓦
で
は
、
大
き
く
崩
れ
は
す
る
が
六
七
三
二
型
式
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
文
様
を
用
い
る
。
ま
た
同
文
異
箔
（七
七
二
二
型
式
）
、
二
回
の
改
刻
（
七
一
九
三
・
七
一
九
四
型
式
）
は
②
と
同
じ
で
あ
り
、
長
岡
宮
式
軒
瓦
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
。
造
瓦
技
法
は
①
～
③
と
同
じ
く
、
軒
丸
瓦
は
接
合
式
、
軒
平
瓦
は
曲
線
顎
H
＋
「
凸
面
叩
き
技
法
」
で
あ
る
。
七
七
二
二
型
式
A
・
E
種
に
は
、
幅
狭
で
細
長
い
原
体
に
縄
を
巻
き
付
け
た
タ
タ
キ
板
で
狭
端
側
か
ら
六
回
叩
く
、
特
殊
な
横
位
の
縄
タ
タ
キ
痕
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
京
内
寺
院
お
よ
び
山
背
国
内
の
古
代
寺
院
で
も
出
土
す
る
が
、
北
野
廃
寺
瓦
窯
・
広
隆
寺
出
土
の
七
七
二
二
型
式
F
種
と
山
背
国
分
寺
出
土
の
七
七
二
二
型
式
C
種
は
、
改
刻
、
箔
傷
の
先
後
関
係
お
よ
び
「
盲
」
字
を
箔
面
ま
た
は
瓦
当
面
で
つ
ぶ
す
点
か
ら
平
安
時
代
に
造
ら
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
「
浮
図
の
修
理
」
に
は
専
ら
③
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
［
中
島
二
〇
〇
四
］
。
さ
て
④
の
大
き
な
特
徴
は
、
瓦
当
面
に
陽
刻
さ
れ
る
「
盲
」
字
で
あ
る
。
「
盲
」
は
「
旨
」
の
異
体
字
で
あ
り
、
長
岡
京
造
営
に
桓
武
天
皇
直
属
の
内
廷
官
司
で
あ
る
勅
旨
所
が
深
く
関
与
し
た
証
拠
と
考
え
ら
れ
る
。
軒
丸
瓦
七
一
九
三
型
式
A
c
種
・
七
一
九
四
型
式
A
c
種
、
軒
平
瓦
七
七
二
二
型
式
に
確
認
で
き
る
。
し
か
し
軒
丸
瓦
と
軒
丸
瓦
で
は
、
コ
日
」
字
を
文
様
に
取
り
入
れ
る
過
程
が
や
や
異
な
る
。
七
七
二
二
型
式
で
は
当
初
か
ら
円
圏
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、
中
心
飾
り
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
同
文
異
箔
の
な
か
で
、
文
字
あ
る
い
は
円
圏
の
形
状
を
微
妙
に
変
え
て
お
り
、
製
品
を
区
別
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
軒
丸
瓦
二
種
は
、
二
回
目
の
改
刻
時
に
お
い
て
、
瓦
当
面
中
央
を
大
き
く
方
形
に
区
画
し
、
そ
の
中
に
陽
刻
す
る
。
七
一
九
三
型
式
A
c
種
で
は
方
形
区
画
に
あ
わ
せ
て
蓮
弁
を
三
角
形
状
に
改
刻
す
る
。
軒
丸
瓦
本
来
の
文
様
を
ま
っ
た
く
無
視
す
る
よ
う
な
改
刻
は
、
②
・
③
に
み
ら
れ
た
稚
拙
な
文
様
と
同
じ
く
、
非
専
門
工
人
に
よ
っ
て
瓦
箔
が
作
成
さ
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
先
に
指
摘
し
た
造
平
安
宮
使
所
属
の
瓦
工
房
に
お
け
る
瓦
当
文
様
系
譜
と
製
作
技
法
の
乖
離
は
、
非
専
門
工
人
の
登
場
に
よ
り
瓦
箔
作
成
を
担
当
す
る
工
人
が
瓦
工
人
集
団
か
ら
分
離
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か
。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
こ
の
分
離
は
勅
旨
所
や
、
網
氏
が
関
与
を
指
摘
す
る
近
衛
府
、
兵
衛
府
な
ど
［
網
二
〇
〇
二
］
非
造
営
官
司
が
造
営
に
関
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
筆
者
も
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
「
勅
旨
所
の
長
岡
京
造
営
に
対
す
る
関
与
」
と
は
、
瓦
工
人
と
は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
工
人
を
造
長
岡
宮
使
の
瓦
工
房
か
ら
切
り
離
し
て
直
接
管
轄
下
に
お
き
、
伝
統
に
し
ば
ら
れ
な
い
、
勅
旨
所
の
思
い
通
り
の
文
様
を
刻
ま
せ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
れ
は
瓦
工
人
集
団
が
ど
の
よ
う
な
体
制
・
編
成
で
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
軒
瓦
を
製
作
し
た
か
に
つ
い
て
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
い
て
お
り
、
ま
っ
た
く
思
い
つ
き
の
域
を
出
な
い
考
え
で
あ
る
。
筆
者
の
今
後
の
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
（
2
）
瓦
窯
　
長
岡
宮
式
軒
瓦
を
生
産
し
た
瓦
窯
は
、
谷
田
瓦
窯
（
京
都
府
長
岡
京
市
）
、
萩
之
庄
瓦
窯
（
大
阪
府
高
槻
市
）
の
二
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
山
中
章
氏
は
、
瓦
窯
出
土
資
料
を
基
に
胎
土
・
焼
成
の
違
い
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
瓦
窯
の
製
品
を
推
定
し
て
い
る
［
山
中
一
九
八
七
］
。
谷
田
瓦
窯
産
に
は
、
軒
丸
瓦
七
二
二
三
型
式
E
b
種
（
ゴ
チ
ッ
ク
は
出
土
資
料
、
以
下
同
じ
）
、
七
］
四
九
型
式
C
種
、
軒
平
瓦
六
七
三
二
型
式
Q
種
、
七
七
五
七
型
式
A
a
・
A
b
・
A
c
・
B
・
C
・
D
種
、
萩
之
庄
瓦
窯
産
に
は
、
軒
丸
瓦
七
一
三
三
型
式
A
a
・
A
b
・
B
・
C
・
D
・
E
c
・
F
・
G
種
、
七
一
八
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
型
式
、
軒
平
瓦
平
城
宮
式
六
七
七
五
型
式
B
種
、
七
七
八
五
型
式
、
重
画
文
で
あ
る
。
す
べ
て
①
・
②
の
瓦
で
あ
る
。
し
か
し
両
窯
と
も
正
式
な
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
③
・
④
を
焼
成
し
た
瓦
窯
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。
（
3
）
分
布
　
分
布
に
つ
い
て
は
山
口
均
氏
が
詳
し
く
ま
と
め
て
い
る
［
山
口
二
〇
〇
三
］
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
長
岡
宮
お
よ
び
京
域
で
は
、
集
中
す
る
地
区
と
散
発
的
に
分
布
す
る
地
区
が
あ
り
、
集
中
す
る
地
区
で
は
出
土
す
る
型
式
が
ま
と
ま
る
傾
向
が
看
取
で
き
る
。
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こ
の
傾
向
は
、
先
に
述
べ
た
文
様
に
よ
る
区
分
（
①
～
④
）
に
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
宮
内
で
は
、
朝
堂
院
西
面
大
垣
周
辺
を
中
心
に
、
①
軒
平
瓦
六
七
三
二
型
式
Q
種
が
出
土
す
る
。
こ
の
他
宮
お
よ
び
京
域
各
所
で
散
発
的
に
出
土
す
る
。
次
に
第
二
次
内
裏
地
区
お
よ
び
そ
の
南
方
の
内
裏
南
方
官
衙
、
朝
堂
院
南
方
官
衙
を
中
心
に
、
②
軒
丸
瓦
七
一
三
三
・
七
一
四
九
型
式
ー
軒
平
瓦
七
七
五
七
・
七
七
八
五
型
式
が
出
土
す
る
。
こ
の
他
京
域
お
よ
び
京
内
の
寺
院
（
乙
訓
寺
、
靹
岡
廃
寺
、
宝
菩
提
院
廃
寺
）
で
出
土
す
る
。
左
京
域
で
は
三
条
大
路
以
北
の
東
二
坊
大
路
周
辺
、
ま
た
乙
訓
寺
と
そ
の
周
辺
（
右
京
三
条
三
坊
）
、
靹
岡
廃
寺
（
右
京
八
条
三
坊
）
で
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
出
土
す
る
。
宮
北
方
の
北
辺
官
衙
（
北
部
）
地
区
か
ら
そ
の
北
、
宮
北
郊
の
宮
北
郊
地
域
（
長
岡
宮
「
北
苑
」
）
で
は
③
軒
丸
瓦
七
一
七
一
・
七
一
九
二
型
式
ー
軒
平
瓦
七
七
二
一
型
式
が
出
土
す
る
。
③
は
乙
訓
寺
、
宝
菩
提
院
廃
寺
（
右
京
北
一
条
二
坊
）
で
ま
と
ま
る
他
、
左
京
四
条
一
・
二
坊
、
五
条
二
坊
で
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
出
土
す
る
。
ま
た
宮
東
辺
官
衙
地
区
で
一
点
確
認
さ
れ
て
い
る
。
左
京
域
で
は
、
長
岡
京
東
院
、
左
京
二
条
二
坊
五
・
六
・
十
一
・
十
二
町
（
猪
隈
院
か
）
、
左
京
二
条
二
坊
十
町
な
ど
京
内
離
宮
推
定
地
を
中
心
と
し
て
、
二
条
大
路
以
北
の
一
・
二
坊
で
④
軒
丸
瓦
七
一
九
二
・
七
一
九
三
・
七
一
九
四
型
式
ー
軒
平
瓦
七
七
二
二
・
七
七
三
一
型
式
が
出
土
す
る
。
ま
た
靹
岡
廃
寺
で
は
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
、
乙
訓
寺
、
宝
菩
提
院
廃
寺
で
数
点
出
土
す
る
他
、
宮
北
郊
の
物
集
女
車
塚
古
墳
墳
丘
お
よ
び
周
辺
、
北
東
郊
の
大
藪
遺
跡
で
確
認
さ
れ
た
。
加
え
て
最
近
長
岡
宮
北
辺
官
衙
（
北
部
）
地
区
で
行
わ
れ
た
長
岡
宮
跡
第
二
九
一
次
調
査
か
ら
、
軒
平
瓦
七
七
二
二
型
式
D
種
（
図
6
　
4
）
が
一
点
確
認
さ
れ
た
［
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
塚
二
〇
〇
六
］
。
④
が
宮
北
部
地
域
で
出
土
し
た
初
例
で
あ
る
。
ま
た
③
・
④
は
山
背
国
内
の
古
代
寺
院
で
も
出
土
す
る
点
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
さ
て
偏
在
的
な
分
布
は
、
特
定
の
施
設
造
営
用
に
そ
の
軒
瓦
が
製
造
・
使
用
さ
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
『
続
日
本
紀
』
・
『
日
本
後
記
』
・
『
日
本
紀
略
』
な
ど
に
記
載
さ
れ
る
施
設
・
殿
舎
の
完
成
記
事
な
ど
か
ら
類
推
で
き
る
、
①
～
④
の
製
作
年
代
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
①
一
延
暦
三
（
七
八
四
）
～
五
（
七
八
六
）
年
　
　
造
長
岡
宮
使
の
任
命
（
延
暦
三
年
）
、
太
政
官
院
（
朝
堂
院
）
の
完
成
（
延
暦
五
年
）
②
　
？
～
延
暦
八
（
七
八
九
）
年
　
　
第
二
次
内
裏
（
東
宮
）
の
完
成
（
延
暦
八
年
）
③
‥
？
～
延
暦
十
（
七
九
一
）
年
　
　
山
背
国
内
諸
寺
の
浮
図
の
修
理
（
延
暦
十
年
）
　
④
一
？
～
延
暦
十
二
（
七
九
三
）
年
　
　
諸
院
巡
覧
（
延
暦
十
一
年
）
、
東
院
遷
御
（
延
暦
十
二
年
）
　
以
上
の
年
代
は
、
す
べ
て
が
製
作
開
始
あ
る
い
は
終
了
の
年
代
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
長
岡
宮
式
軒
瓦
の
製
作
開
始
は
、
準
備
は
始
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
造
長
岡
宮
使
の
任
命
を
遡
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
①
の
終
了
は
、
瓦
箔
が
大
和
西
大
寺
所
用
瓦
窯
に
移
動
す
る
時
点
を
越
え
る
こ
と
は
な
い
が
、
そ
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
宮
・
京
域
で
も
あ
る
程
度
出
土
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
②
の
段
階
で
も
引
き
続
き
製
作
さ
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
②
の
開
始
は
、
限
り
な
く
延
暦
三
年
に
遡
り
う
る
が
、
当
初
か
ら
生
産
さ
れ
て
い
れ
ば
、
①
が
用
い
ら
れ
た
太
政
官
院
垣
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
延
暦
五
年
あ
る
い
は
太
政
官
院
垣
を
築
い
た
こ
と
に
よ
る
報
償
記
事
が
記
載
さ
れ
る
延
暦
四
年
を
遡
る
可
能
性
は
低
い
で
あ
ろ
う
。
②
の
終
了
は
、
延
暦
八
年
に
お
さ
ま
る
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
改
刻
に
よ
っ
て
後
出
性
が
確
認
で
き
る
も
の
や
、
西
賀
茂
瓦
窯
に
箔
が
移
動
す
る
軒
平
瓦
七
七
五
七
型
式
E
種
な
ど
は
、
③
・
④
と
と
も
に
生
産
が
続
け
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
③
の
開
始
時
期
は
②
と
同
じ
理
由
で
延
暦
八
年
を
あ
ま
り
遡
り
え
な
い
。
③
の
う
ち
軒
丸
瓦
七
一
七
一
型
式
は
、
「浮
図
の
修
理
」
に
あ
わ
せ
て
瓦
箔
が
造
長
岡
宮
使
か
ら
寺
院
付
属
工
房
へ
移
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
延
暦
十
年
は
③
の
終
了
時
期
と
い
え
る
。
④
の
開
始
時
期
は
、
こ
れ
ま
で
③
の
終
了
後
と
考
え
て
い
た
が
、
宮
北
辺
官
衙
（
北
部
）
地
区
か
ら
の
出
土
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
③
と
並
行
し
て
生
産
が
進
め
ら
れ
た
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
。
④
の
終
了
時
期
、
つ
ま
り
長
岡
京
東
院
の
完
成
に
よ
っ
て
、
造
長
岡
宮
使
瓦
工
房
の
使
命
は
終
焉
を
迎
え
る
。
操
業
の
終
了
は
施
設
完
成
よ
り
幾
分
早
く
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
造
営
主
体
は
変
わ
れ
ど
も
瓦
工
房
は
操
業
停
止
ま
で
瓦
生
産
を
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継
続
し
て
お
り
、
平
安
宮
造
営
に
向
け
て
の
瓦
工
房
再
編
は
、
一
・
二
年
の
差
で
は
あ
る
が
、
網
氏
が
指
摘
す
る
延
暦
十
年
ま
で
は
遡
ら
な
い
よ
う
に
思
う
［
網
二
〇
〇
二
］
。
お
わ
り
に
1
瓦
か
ら
み
た
長
岡
京
造
営
ー
　
本
稿
で
は
、
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
初
期
、
つ
ま
り
光
仁
・
桓
武
朝
に
お
い
て
都
城
お
よ
び
寺
院
で
使
用
さ
れ
た
軒
瓦
に
つ
い
て
、
瓦
当
文
様
お
よ
び
造
瓦
技
法
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
造
営
官
司
瓦
工
房
の
技
術
的
系
譜
の
中
に
お
け
る
長
岡
宮
式
軒
瓦
の
位
置
づ
け
を
行
っ
た
。
　
①
か
ら
④
へ
と
生
産
が
進
む
に
つ
れ
、
瓦
当
文
様
は
系
譜
を
追
う
こ
と
が
で
き
な
い
ま
で
変
化
し
て
い
く
が
、
造
瓦
技
法
は
、
上
原
氏
の
い
う
伝
統
的
官
営
工
房
の
技
術
を
保
持
し
続
け
、
西
賀
茂
瓦
窯
に
受
け
継
が
れ
る
。
造
長
岡
宮
使
は
、
藤
田
氏
が
指
摘
し
た
造
東
大
寺
司
系
の
工
人
が
再
編
成
さ
れ
た
の
で
な
く
、
宮
造
営
官
司
の
工
人
を
中
心
に
、
在
地
系
工
人
に
技
術
を
伝
習
さ
せ
て
生
産
を
行
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
長
岡
宮
式
軒
瓦
は
、
ま
さ
に
「
都
城
の
瓦
」
で
あ
る
。
ま
た
、
文
様
・
造
瓦
技
法
と
分
布
、
文
献
に
よ
る
暦
年
代
か
ら
区
分
し
た
①
～
④
は
、
長
岡
宮
・
京
造
営
の
進
行
過
程
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
大
極
殿
・
太
政
官
院
の
造
営
、
第
二
は
第
二
次
内
裏
の
造
営
、
第
三
は
「
北
苑
」
の
整
備
、
第
四
は
京
内
離
宮
の
整
備
で
あ
る
。
第
一
の
段
階
で
は
、
長
岡
宮
式
軒
瓦
の
作
箔
が
間
に
合
わ
ず
、
技
術
伝
習
を
兼
ね
て
便
宜
的
に
旧
都
の
瓦
箔
を
用
い
て
造
瓦
を
は
じ
め
、
第
二
の
段
階
で
は
平
城
宮
の
伝
統
を
色
濃
く
受
け
継
ぐ
軒
瓦
を
用
い
、
宮
内
の
中
心
施
設
を
造
営
す
る
。
第
三
段
階
で
宮
北
方
域
の
整
備
を
行
い
、
整
備
終
了
後
、
不
要
に
な
っ
た
箔
を
下
賜
し
て
「浮
図
の
修
理
」
を
行
う
。
第
四
段
階
で
は
京
内
の
公
的
施
設
の
整
備
を
行
う
が
、
平
安
京
遷
都
に
伴
う
東
院
の
造
営
に
よ
っ
て
長
岡
京
の
造
営
は
終
了
す
る
。
　
拙
論
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
網
伸
也
、
古
閑
正
浩
、
梅
本
康
広
、
山
口
均
、
山
中
章
の
各
氏
に
多
く
の
ご
教
示
、
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
註（
1
）
　
顎
形
状
が
曲
線
顎
H
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
も
単
純
に
造
東
大
寺
司
系
工
人
の
手
に
よ
る
　
　
と
は
い
い
が
た
く
、
個
々
の
瓦
を
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
肯
首
す
べ
き
見
解
で
あ
　
　
る
と
思
わ
れ
る
。
（
2
）
　
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
］
一
月
か
ら
平
成
↓
五
（
二
〇
〇
五
）
年
三
月
に
か
け
て
、
京
　
　
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
で
発
見
さ
れ
た
平
安
宮
所
用
の
大
規
模
瓦
窯
で
あ
る
。
六
基
の
平
窯
が
　
　
整
然
と
並
列
し
て
検
出
さ
れ
た
。
出
土
軒
瓦
に
は
、
西
賀
茂
・
岸
部
瓦
窯
と
の
同
箔
品
と
独
自
　
　
箔
に
よ
る
も
の
が
あ
り
、
消
費
地
で
は
平
安
宮
、
嵯
峨
院
、
山
崎
離
宮
推
定
地
か
ら
出
土
し
て
　
　
い
る
。
大
山
崎
町
文
化
協
会
・
大
山
崎
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会
二
〇
〇
六
参
照
。
（
3
）
　
大
山
崎
町
文
化
協
会
・
大
山
崎
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会
二
〇
〇
六
の
古
閑
資
料
六
、
大
山
崎
　
　
瓦
窯
八
・
一
六
～
一
八
。
（
4
）
　
大
山
崎
町
教
育
委
員
会
古
閑
正
浩
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
（
5
）
　
西
大
寺
出
土
六
七
三
二
型
式
Q
種
の
実
見
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
（
当
　
　
時
）
山
崎
信
二
、
渡
辺
丈
彦
両
氏
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
（
6
）
　
八
木
久
栄
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
（
7
）
　
平
城
宮
式
六
七
七
五
型
式
B
種
は
、
平
城
宮
、
興
福
寺
で
出
土
し
て
い
る
が
、
毛
利
光
俊
彦
　
　
氏
は
そ
の
生
産
地
は
萩
之
庄
瓦
窯
で
な
い
別
の
瓦
窯
で
、
上
記
所
用
瓦
が
製
作
さ
れ
た
後
、
箔
　
　
が
萩
之
庄
瓦
窯
に
移
動
し
た
と
考
え
て
い
る
。
奈
文
研
一
九
九
一
参
照
。
（
8
）
　
木
村
捷
三
郎
氏
に
よ
っ
て
六
五
七
二
型
式
と
六
五
七
四
型
式
の
二
種
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
D
　
種
別
な
ど
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
木
村
↓
九
八
七
参
照
（
9
）
　
財
団
法
人
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
軒
瓦
力
ー
ド
を
再
確
認
し
た
と
こ
　
　
ろ
、
宮
北
郊
に
位
置
す
る
笹
屋
遺
跡
で
、
軒
丸
瓦
七
一
九
三
型
式
A
b
種
が
↓
点
表
採
さ
れ
て
　
　
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
引
用
・
参
考
文
献
網
　
伸
也
二
〇
〇
二
　
「
軒
瓦
に
現
れ
た
平
安
遷
都
の
裏
方
た
ち
」
『
藤
澤
一
夫
先
生
卒
寿
記
念
論
文
　
集
』
　
藤
澤
一
夫
先
生
卒
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会
網
伸
也
二
〇
〇
五
「
平
安
宮
造
営
と
瓦
生
産
」
『
古
代
文
化
』
第
五
七
巻
第
＝
号
財
團
法
人
　
古
代
學
協
會
上
原
真
人
一
九
九
四
　
　
「
前
期
の
瓦
」
『
平
安
京
提
要
』
（
財
）
古
代
学
境
界
・
古
代
学
研
究
所
編
梅
本
康
広
・
松
崎
俊
郎
・
松
田
留
美
・
辻
本
裕
也
二
〇
〇
五
　
　
「
長
岡
宮
跡
第
三
一
六
次
（
七
A
N
　
B
K
D
地
区
）
～
長
岡
宮
「
北
苑
」
、
笹
屋
遺
跡
～
発
掘
調
査
報
告
」
『
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
　
報
告
書
』
第
六
六
集
　
財
団
法
人
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
大
山
崎
町
文
化
協
会
・
大
山
崎
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会
二
〇
〇
六
　
　
『
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
平
安
京
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の
瓦
生
産
と
大
山
崎
瓦
窯
』
資
料
岡
本
東
三
一
九
七
六
　
　
「
東
大
寺
式
軒
瓦
に
つ
い
て
－
造
東
大
寺
司
を
背
景
と
し
て
ー
」
『
古
代
研
　
究
』
九
元
興
寺
仏
教
民
俗
資
料
研
究
所
考
古
学
研
究
会
小
沢
　
毅
一
九
九
〇
　
「
第
四
章
ー
四
　
西
大
寺
創
建
お
よ
び
復
興
期
の
瓦
」
『
西
大
寺
防
災
施
設
エ
　
事
・
発
掘
調
査
報
告
書
』
　
西
大
寺
木
村
捷
三
郎
一
九
八
七
　
「
長
岡
京
所
用
瓦
雑
感
ー
官
窯
を
中
心
に
ー
」
『
長
岡
京
古
瓦
聚
成
』
、
向
　
日
市
教
育
委
員
会
國
下
多
美
樹
・
秋
山
浩
三
・
清
水
み
き
一
九
九
二
　
「
長
岡
京
跡
左
京
第
一
九
六
・
二
一
四
次
（
七
　
A
N
E
G
Z
　
一
・
二
地
区
）
～
東
二
坊
大
路
・
二
条
大
路
交
差
点
、
左
京
三
条
三
坊
一
町
、
左
　
京
二
条
三
坊
四
町
、
鶏
冠
井
清
水
遺
跡
～
発
掘
調
査
概
要
」
『
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
　
第
三
四
集
　
財
団
法
人
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
向
日
市
教
育
委
員
会
古
閑
正
浩
二
〇
〇
四
　
「
廃
都
後
に
お
け
る
長
岡
京
地
の
再
編
と
瓦
ー
中
福
知
遺
跡
の
再
評
価
を
め
　
ぐ
っ
て
　
」
『
古
代
文
化
』
第
五
六
巻
第
八
号
　
財
團
法
人
古
代
學
協
會
小
林
　
清
一
九
七
五
　
　
『
長
岡
京
の
新
研
究
』
全
　
比
叡
書
房
近
藤
喬
一
編
一
九
七
八
　
　
『
西
賀
茂
瓦
窯
跡
』
　
財
團
法
人
古
代
學
協
會
吹
田
市
史
編
纂
委
員
会
編
一
九
八
一
　
『
吹
田
市
史
』
第
八
巻
別
冊
中
島
信
親
二
〇
〇
二
　
「
東
院
出
土
の
「
寺
院
系
」
長
岡
宮
式
軒
瓦
」
『
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
　
告
書
』
　
第
五
五
集
　
財
団
法
人
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
中
島
信
親
二
〇
〇
四
　
　
「
「
離
宮
系
」
長
岡
宮
式
軒
瓦
の
変
遷
に
つ
い
て
」
『
考
古
論
集
　
河
瀬
正
利
　
先
生
退
官
記
念
論
文
集
』
河
瀬
正
利
先
生
退
官
記
念
事
業
会
編
中
島
信
親
二
〇
〇
五
　
「
長
岡
京
古
瓦
聚
成
（
補
遺
編
）
前
編
」
『
（
財
）
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
　
タ
ー
年
報
　
都
城
』
一
六
　
財
団
法
人
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
中
島
信
親
二
〇
〇
六
　
「
長
岡
宮
跡
第
三
七
三
次
（
七
A
N
D
S
T
ー
五
地
区
）
～
北
辺
官
衙
（
南
　
部
）
、
東
一
坊
大
路
、
森
本
遺
跡
～
発
掘
調
査
報
告
」
『
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
七
　
〇
集
　
財
団
法
人
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
中
塚
　
良
二
〇
〇
六
　
「
長
岡
宮
跡
第
二
九
一
次
（
七
A
N
B
D
C
地
区
）
～
北
辺
官
衙
（
北
部
）
、
　
殿
長
遺
跡
～
発
掘
調
査
報
告
」
『
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
七
一
集
　
財
団
法
人
向
日
　
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
一
九
九
一
　
『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
X
皿
　
内
裏
の
調
査
H
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
一
九
九
六
　
　
『
平
城
京
・
藤
原
京
出
土
軒
瓦
型
式
一
覧
』
藤
田
さ
か
え
一
九
八
六
　
「
い
わ
ゆ
る
長
岡
宮
式
軒
瓦
の
意
匠
と
技
法
の
特
徴
」
『
長
岡
京
古
文
化
論
　
叢
』
中
山
修
一
先
生
古
希
記
念
事
業
会
編
藤
田
さ
か
え
一
九
八
七
　
「
第
二
章
第
二
節
　
長
岡
京
の
瓦
」
『
長
岡
京
古
瓦
聚
成
』
、
向
日
市
教
育
　
委
員
会
山
口
　
均
二
〇
〇
三
　
「
長
岡
京
造
営
論
ノ
ー
ト
～
長
岡
宮
式
軒
瓦
の
再
検
討
～
」
『
立
命
館
大
学
考
　
古
学
論
集
皿
』
　
立
命
館
大
学
考
古
学
論
集
刊
行
会
山
中
　
章
編
一
九
八
七
　
　
『
長
岡
京
古
瓦
聚
成
』
、
向
日
市
教
育
委
員
会
山
中
　
章
一
九
八
七
　
　
「
第
二
章
第
一
節
　
長
岡
京
造
営
と
瓦
」
『
長
岡
京
古
瓦
聚
成
』
、
向
日
市
教
　
育
委
員
会
山
中
　
章
一
九
八
九
　
「
長
岡
宮
式
軒
瓦
と
寺
院
の
修
理
ー
延
暦
一
〇
年
の
山
背
国
の
浮
圓
の
修
理
　
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
『
古
瓦
図
考
』
廣
田
長
三
郎
編
図
版
掲
載
軒
瓦
掲
載
文
献
秋
山
浩
三
・
山
中
章
・
清
水
み
き
一
九
八
八
　
「
長
岡
宮
跡
第
二
〇
〇
次
（
七
A
N
六
J
地
区
）
～
北
　
辺
官
衙
（
北
部
）
、
殿
長
遺
跡
～
発
掘
調
査
概
要
」
『
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
向
日
市
　
教
育
委
員
会
　
第
二
四
集
上
原
真
人
一
九
九
四
　
　
「
前
期
の
瓦
」
『
平
安
京
提
要
』
（
財
）
古
代
学
境
界
・
古
代
学
研
究
所
編
梅
本
康
広
・
松
崎
俊
郎
・
松
田
留
美
・
辻
本
裕
也
二
〇
〇
五
　
「
長
岡
宮
跡
第
三
一
六
次
（
七
A
N
　
B
K
D
地
区
）
～
長
岡
宮
「
北
苑
」
、
笹
屋
遺
跡
～
発
掘
調
査
報
告
」
『
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
　
報
告
書
』
第
六
六
集
　
財
団
法
人
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
梅
本
康
広
他
二
〇
〇
二
　
　
「
長
岡
京
跡
左
京
北
一
条
三
坊
二
町
」
『
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
　
書
』
　
第
五
五
集
　
財
団
法
人
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
小
沢
　
毅
一
九
九
〇
　
「
第
四
章
ー
四
　
西
大
寺
創
建
お
よ
び
復
興
期
の
瓦
」
『
西
大
寺
防
災
施
設
工
　
事
・
発
掘
調
査
報
告
書
』
　
西
大
寺
近
藤
喬
一
編
一
九
七
八
　
　
『
西
賀
茂
瓦
窯
跡
』
　
財
團
法
人
古
代
學
協
會
中
島
信
親
二
〇
〇
四
　
「
「
離
宮
系
」
長
岡
宮
式
軒
瓦
の
変
遷
に
つ
い
て
」
『
考
古
論
集
　
河
瀬
正
利
　
先
生
退
官
記
念
論
文
集
』
河
瀬
正
利
先
生
退
官
記
念
事
業
会
編
中
島
信
親
二
〇
〇
五
　
「
長
岡
京
古
瓦
聚
成
（
補
遺
編
）
　
前
編
」
『
（
財
）
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
　
ン
タ
ー
年
報
　
都
城
』
一
六
　
財
団
法
人
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
中
島
信
親
二
〇
〇
六
　
「
長
岡
宮
跡
第
三
七
三
次
（
七
A
N
D
S
T
　
五
地
区
）
～
北
辺
官
衙
（
南
　
部
）
、
東
一
坊
大
路
、
森
本
遺
跡
～
発
掘
調
査
報
告
」
『
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
七
　
〇
集
　
財
団
法
人
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
中
塚
　
良
二
〇
〇
六
　
　
「
長
岡
宮
跡
第
二
九
］
次
（
七
A
N
B
D
C
地
区
）
～
北
辺
官
衙
（
北
部
）
、
　
殿
長
遺
跡
～
発
掘
調
査
報
告
」
『
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
七
一
集
　
財
団
法
人
向
口
　
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
一
九
九
六
　
　
『
平
城
京
・
藤
原
京
出
土
軒
瓦
型
式
一
覧
』
平
安
博
物
館
編
一
九
七
七
　
　
『
平
安
京
古
瓦
図
録
』
堀
内
明
博
他
二
〇
〇
二
　
「
長
岡
京
左
京
東
院
跡
の
調
査
研
究
　
正
殿
地
区
」
『
古
代
學
研
究
所
研
究
　
報
告
』
、
第
七
輯
、
財
團
法
人
古
代
學
協
會
山
中
　
章
編
一
九
八
七
　
『
長
岡
京
古
瓦
聚
成
』
、
向
日
市
教
育
委
員
会
（財
団
法
人
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
六
年
五
月
三
一
日
受
理
、
二
〇
〇
六
年
八
月
一
〇
日
審
査
終
了
）
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Tile　Production　during　the　Kollin　and　Kammu　Eras：
Style　of　Roof　Tile
NAKAJIMA　Nobuchika
AStudy　of　tlle　Nagaoka　Palace
　　　This　paper　surveys　the　designs　and　manufacturing　techniques　used　fbr　roof　tiles　used　in　capitals　and　temples　built
by　the　state　during　the　Konin　and　Kammu　eras　spanning　the　end　of　the　Nara　period　and　the　beginning　of　the　Heian　pe－
riod．　In　particular，　it　examines　the　position　of　roof　tiles　made　in　the　Nagaoka　palace　style．　The　two　guilds　of　builders，
those　that　built　the　palaces　and　those　that　built　Todaiji　temple，　which　employed　dif丘rent　designs　and　manufacturing
techniques　and　existed　during　the　second　half　of　the　Nara　period，　were　reorganized　and　amalgamated　during　the　period
when　the　capital　was　shifted　twice．　Nearly　all　Nagaoka　palace　style　tiles　manuねctured　during　this　tumultuous　time
were　made　using　the　tile　manufactu㎡ng　techniques　of　the　palace　buildersl　guild，　which　also　included　those　with　poor　de－
signs．
　　　By　classif夕ing　Nagaoka　palace　style　roof　tiles　according　to　design　and　distribution，　it　has　been　possible　to　date　the
time　of　manufacture　of　the　dif企rent　types　of　roof　tile　from　the　palaces　and　buildings　that　existed　in　the　area　where　they
were　distributed　as　well　as　from　era　names　and　years　recorded　in　documents．
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